
（単位：千円）

縮減額
(一般財源）

担当課

長寿祝金支給事業 79,962 高齢福祉課

15,444 清掃施設課

3,126 まちづくり推進課

移住定住促進事業[若者進学・就職ターン啓発事業] 3,025 まちづくり推進課

節水推進事業[節水型トイレ改修助成制度事業] 2,810 水資源対策課

【廃止】 産休等代替職員費補助金 2,238 保育・幼稚園課

【廃止】 松山市番町福祉センター管理事業 1,468 高齢福祉課

※国・県の方針に基づき見直すもの

【廃止】 国保・市特別軽減に係る繰出金 158,050 国保・年金課

【廃止】 介護予防普及啓発事業 1,835 介護保険課

など

全体の縮減額 ２．８億円規模

高齢者人口が増加する中、平均寿命が過去最高を更新し続けている状況等を考慮
し、88歳と100歳を対象にした祝金の支給から、祝意を添えた祝品の贈呈に見直す。

横谷埋立センター運営管理事業[横谷廃棄物センター維持管理費]

見直し内容

横谷廃棄物センターでは浸出水の水質が徐々に改善しているため、運転方法及び機
器の整備計画を見直す。

『坂の上の雲』を軸とした21世紀のまちづくり事業

[『坂の上の雲』フィールドミュージアム活動支援事業]

市民主体のまちづくりを更に発展させるため、「『坂の上の雲』フィールドミュージアム
活動支援事業」を市民活動推進事業に統合し、新たに「『坂の上の雲』のまち松山市
民協働まちづくりモデル事業」を開始する。

節水型トイレの普及が進み、制度開始時に比べ販売価格が低下していることから、1
台あたりの助成額を引き下げ、より多くの対象者に助成を行う。

他団体が類似の取組を実施している状況を考慮し、ウェブサイトでの情報発信に切り
替えて充実させる。

介護保険制度の改正により、事業所主体で取り組む介護予防事業を廃止し、市民主
体で取り組む高齢者のサロンや体操活動などを引き続き支援することで、多様な
サービスを提供する。

全国的に保育士の確保が厳しい状況であり、年度途中に臨時的に任用することが困
難で、今後も利用の増加が見込めないことから廃止し、基準を超えて雇用している場
合の助成などにより施設の支援を行う。

併設する番町公民館の建替えに伴い、番町福祉センターが廃止され、総合福祉セン
ターに機能が集約されるため。

国の「骨太の方針」や県が定めた「国保運営方針」に従い、国保料の軽減割合を令和
2年度から2年かけて国の基準どおりに見直すことに伴い、市独自の保険料軽減の特
例措置に要する国保会計への繰出を廃止する。	

令和3年度 事務事業の見直し（主な事業）

これまで以上に厳しい財政事情の中、事務事業をゼロベースで見直すことで事業費の縮減を図り、主要事業等の施
策に有効活用することにしました。その中から、主な事業を掲載します。


